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石川県初！えるぼし認定企業が誕生！！ 

～ 女性活躍推進法に基づく女性活躍推進企業２社を認定 ～ 

 

石川労働局（局長 小奈健男）は、女性活躍推進法に基づき、ＰＦＵテクニカ

ルコミュニケーションズ株式会社、株式会社ドコモＣＳ北陸をえるぼし認定企業

（３段階目）として認定しました（石川県で初の認定）。 

また、えるぼし認定企業の事例を紹介し、女性活躍推進についての機運を醸成

するため、「えるぼし（女性活躍）＆くるみん（子育て支援）セミナー」を開催す

ることとなりました。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

石川労働局 Press Release 

【照会先】 
石川労働局雇用環境・均等室 
室  長  入船 郁子 
室長補佐  坂本 多恵 

電話 076(265)4429 

厚生労働省 

１ 認定通知書交付式について                            
   

 日  時  平成２９年１２月４日（月）  14:00～14:40  

 場  所  金沢駅西合同庁舎６階 共用第一会議室（金沢市西念３－４－１） 

 認定企業  ◆ＰＦＵテクニカルコミュニケーションズ株式会社（かほく市） 

        業種：情報通信業 労働者数：76名（男性 28 名・女性 48 名） 

◆株式会社ドコモＣＳ北陸（金沢市） 

        業種：情報通信業 労働者数：448 名（男性 191 名・女性 257 名） 

 

※ 女性活躍推進法認定マーク「えるぼし（３段階目）」の付与（別添１、２） 
女性活躍推進法に基づく行動計画の策定、届出を行った

事業主のうち、女性の活躍推進に関する取組の実施状況等

が優良な事業主は、都道府県労働局への申請により、厚生

労働大臣（労働局長へ委任）の認定を受けられます。 

 認定を受けた事業主は、厚生労働大臣が定める認定マー

ク（えるぼしマーク）を商品や広告などに付すことができ、

女性活躍推進事業主であることをＰＲできます。 

 なお、えるぼしマークは認定基準の達成状況により１～

３段階に分かれており、今回は５つの基準を全て満たした

ため、３段階目の認定を付与することとなりました。 

（別添２のＰ２参照）。                  

 

女活法認定マーク 

「えるぼし」（３段階目） 

石 川 労 働 局 発 表  
平成２９年１２月１日(金) 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《添付資料》 

 

別添１  ＰＦＵテクニカルコミュニケーションズ株式会社、株式会社ドコモＣＳ北陸の 

認定基準達成状況 

 

別添２  「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」に基づく認定を取得しま 

しょう！（周知用パンフレット） 

 

別添３ 「えるぼし（女性活躍）＆くるみん（子育て支援）セミナー」チラシ 

 

参考  女性活躍推進法に基づく「一般事業主行動計画」届出状況（平成 29 年 9 月 30 日 

現在） 

 

 

 

 

２ えるぼし（女性活躍）＆くるみん（子育て支援）セミナーの開催について（別添３） 

   

日 時  平成３０年１月２２日（月）１４：００～１６：１０ 

 

場 所  石川県地場産業振興センター 本館３階 第５研修室  

        （金沢市鞍月２－１  ☎ 076（268）2010 ） 

 

対 象  事業主、人事労務担当者、女性労働者、女性の育成を担う男性上司等 

     １５０名 （参加費無料） 

   

内 容  事例発表 「カギは経営層の意識と本気度」（仮題）  

えるぼし認定企業・くるみん認定企業  

事例発表 「男女ともに仕事と子育てを両立できる職場づくり」（仮題） 

              プラチナくるみん認定企業   

講  演 「経営戦略として取組むダイバーシティ＆インクルージョン」 

              えるぼし認定企業・くるみん認定企業  

   

３ 女性の活躍推進に取り組む企業情報について 

   全国で女性の活躍推進を進めている企業の取組事例や、一般事業主行動計画の概要

等が、以下のサイトでご覧いただけます。 

○女性活躍・両立支援総合サイト   www.positive-ryoritsu.jp 

女性活躍・両立支援 検索  

 

http://www.positive-ryoritsu.jp/


Ｐ１　　

評価項目・認定基準 達成状況

【１ 採用】

男女別の採用における競争倍率（応募者数／採用者数）が
同程度（※）であること
※『直近３事業年度の平均した「採用における女性の競争倍
率」』×０.８が、
『直近３事業年度の平均した「採用における男性の競争倍
率」』よりも雇用管理区分ごとにそれぞれ低いこと

【達成！】

平成26～28年度実績（競争倍率）

　（正社員）　女性　10.08倍
　　　　　　　　男性　21.17倍

【２ 継続就業】

①「女性労働者の平均継続勤務年数÷男性労働者の平均継
続勤務年数」が雇用管理区分ごとにそれぞれ0.７以上である
こと
又は
②「10事業年度前及びその前後の事業年度に採用された女
性労働者の継続雇用割合」÷「男性労働者の同割合」が雇用
管理区分ごとにそれぞれ0.8以上であること

【達成！（①）】

平均勤続年数

（正社員）
　女性　16.07年（Ａ）
　男性　21.26年（Ｂ）　　(A)／(B)=0.76(※）

（※四捨五入による誤差含む）

【３ 労働時間等の働き方】

雇用管理区分ごとの労働者の、法定時間外労働及び法定休
日労働時間の合計時間数の平均が、直近の事業年度の各
月ごとに全て４５時間未満であること（※）

※｢各月の対象労働者の(法定時間外労働＋法定休日労働)
の総時間数の合計」÷｢対象労働者数｣ ＜ 45 時間であるこ
と。

【達成！】

平成28年度実績（法定時間外労働等）
　いずれの雇用管理区分においても各月とも45時間
未満

【４ 管理職比率】

①管理職に占める女性労働者の割合が、別に定める産業ご
との平均値以上であること
又は
②『直近３事業年度の、平均した「課長級より１つ下位の職階
にある女性労働者のうち、課長級に昇進した女性労働者の
割合」』÷『男性労働者の同割合」』が0.８以上であること

【達成！（①）】

管理職に占める女性の割合
　（産業平均値　6.4％以上であること）
　
　割合　25.0％

【５ 多様なキャリアコース】

直近の３事業年度のうち､以下について大企業は２項目以上
（非正社員がいる場合は必ずAを含むこと）、中小企業は１項
目以上の実績を有すること

A 女性の非正社員から正社員への転換（派：雇入れ）
B 女性労働者のキャリアアップに資する雇用管理区分間の
転換
C 過去に在籍した女性の正社員としての再雇用
D おおむね30歳以上の女性の正社員としての採用

【達成！（Ａ）】

平成26～28年度実績
（中小企業であるため、１項目以上の実績で可）

　Ａ　通常の労働者への転換、派遣労働者の雇入れ
　　　　3名

えるぼし認定基準達成状況≪PFUテクニカルコミュニケーションズ株式会社≫

別添１



Ｐ２　　

評価項目・認定基準 達成状況

【１ 採用】

男女別の採用における競争倍率（応募者数／採用者数）が
同程度（※）であること
※『直近３事業年度の平均した「採用における女性の競争倍
率」』×０.８が、
『直近３事業年度の平均した「採用における男性の競争倍
率」』よりも雇用管理区分ごとにそれぞれ低いこと

【達成！】

平成26～28年度実績（競争倍率）

　（グループ総合職）　３年間　採用なし
　（エリア基幹職）　女性　1.13倍
　　　　　　　　　　　　男性　2.0倍

【２ 継続就業】

①「女性労働者の平均継続勤務年数÷男性労働者の平均継
続勤務年数」が雇用管理区分ごとにそれぞれ0.７以上である
こと
又は
②「10事業年度前及びその前後の事業年度に採用された女
性労働者の継続雇用割合」÷「男性労働者の同割合」が雇用
管理区分ごとにそれぞれ0.8以上であること

【達成！（①）】

平均勤続年数

（グループ総合職）
　女性　11.5年（Ａ）
　男性　9.7年（Ｂ）　　(A)／(B)=1.19(※）
（エリア基幹職）
　女性　2.1年（Ａ）
　男性　1.9年（Ｂ）　　(A)／(B)=1.10(※）

（※四捨五入による誤差含む）

【３ 労働時間等の働き方】

雇用管理区分ごとの労働者の、法定時間外労働及び法定休
日労働時間の合計時間数の平均が、直近の事業年度の各
月ごとに全て４５時間未満であること（※）

※｢各月の対象労働者の(法定時間外労働＋法定休日労働)
の総時間数の合計」÷｢対象労働者数｣ ＜ 45 時間であるこ
と。

【達成！】

平成28年度実績（法定時間外労働等）
　いずれの雇用管理区分においても各月とも45時間
未満

【４ 管理職比率】

①管理職に占める女性労働者の割合が、別に定める産業ご
との平均値以上であること
又は
②『直近３事業年度の、平均した「課長級より１つ下位の職階
にある女性労働者のうち、課長級に昇進した女性労働者の
割合」』÷『男性労働者の同割合」』が0.８以上であること

【達成！（①）】

管理職に占める女性の割合
　（産業平均値　6.4％以上であること）
　
　割合　9.7％

【５ 多様なキャリアコース】

直近の３事業年度のうち､以下について大企業は２項目以上
（非正社員がいる場合は必ずAを含むこと）、中小企業は１項
目以上の実績を有すること

A 女性の非正社員から正社員への転換（派：雇入れ）
B 女性労働者のキャリアアップに資する雇用管理区分間の
転換
C 過去に在籍した女性の正社員としての再雇用
D おおむね30歳以上の女性の正社員としての採用

【達成！（Ａ、Ｂ）】

平成26～28年度実績

　Ａ　通常の労働者への転換、派遣労働者の雇入れ
　　　　96名
　Ｂ　キャリアアップに資する雇用管理区分間の転換
　　　　3名

えるぼし認定基準達成状況　　≪株式会社　ドコモＣＳ北陸≫

別添１



「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」
 に基づく認定を取得しましょう！

都道府県労働局雇用環境・均等部（室）

認定マーク
「えるぼし」

YYWVW
テキストボックス
別添２



※詳細は、下記の厚生労働省ホームページ（女性活躍推進法特集ページ）のパンフレット「女性の職業生活に
おける活躍の推進に関する法律に基づく一般事業主行動計画を策定しましょう！！」をご参照ください。

一般事業主行動計画の策定など

認定とは

職業生活において、女性の個性と能力が十分に発揮できる社会を実現するため、国、地方公共団体、民間
事業主（一般事業主）それぞれの女性の活躍推進に関する責務等を定めた「女性の職業生活における活躍
の推進に関する法律」（女性活躍推進法）が、平成28年４月１日から全面施行されています。
この法律では、雇用している、又は雇用しようとする女性労働者に対する活躍の推進に関する取組を実施
するよう努めることとされています。
具体的には、
●常時雇用する労働者（※）の数が301人以上の事業主に対しては、
①自社の女性の活躍に関する状況把握、課題分析
②状況把握、課題分析を踏まえ、 (a)計画期間、 (b)数値目標、 (ｃ)取組内容、(d)取組の実施期間を盛
り込んだ行動計画の策定、策定・変更した行動計画の非正社員を含めた全ての労働者への周知及び外
部への公表

③行動計画を策定した旨の都道府県労働局への届出
④女性の活躍に関する情報の公表

●常時雇用する労働者が300人以下の事業 については

が義務づけられています。

主 、上記①～④が努力義務とされていますが、規模
にかかわらず、個々の事業主の課題に応じて積極的に取り組みましょう。

（※）正社員だけでなくパート、契約社員、アルバイトなどの名称にかかわらず、以下の要件に該当する労働者も含む。
①期間の定めなく雇用されている者
②一定の期間を定めて雇用されている者であって、過去１年以上の期間について引き続き雇用されている者又は雇入れの時か
ら１年以上引き続き雇用されると見込まれる者

●行動計画の策定、策定した旨の届出を行った事業主のうち、女性の活躍推進に関する状況等が優良な事業
主は、都道府県労働局への申請により、厚生労働大臣の認定を受けることができます。

●認定を受けた事業主は、厚生労働大臣が定める認定マークを商品や広告などに付すことができ、女性活躍
推進事業主であることを P Rすることができ、優秀な人材の確保や企業イメージの向上等につながるこ
とが期待できます。

例 ・商品
・求人広告、求人票
・名刺
・印刷された広告、テレビ広告　など

１

○認定基準の考え方や詳細については、
厚生労働省ホームページ（女性活躍推進法特集ページ）
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000091025.html

Ｑ＆Ａもご確認ください。
なお、認定申請書や認定申請関係書類(P.６～)も
当ページからダウンロードができます。

女性活躍推進法特集ページ で検索！

公共調達による優遇措置

女性活躍推進法に基づく認定企業(えるぼし認定企業)等が公共調達で有利になります！
中小企業の場合行動計画の策定・届出を行うだけで、加点の対象になる場合があります！ 

・各府省庁等が総合評価落札方式又は企画競争による調達によって公共調達を実施する場合は、「女性の
職業生活における活躍の推進に関する法律」に基づく認定企業などを加点評価するよう定められていま
す。(女性の活躍推進に向けた公共調達及び補助金の活用に関する取組指針)
・これを踏まえ、各府省庁は、公共調達において、ワークライフバランス等を推進する企業を積極的に評
価し、これらの企業の受注機会の増大を図る観点から、えるぼし認定企業などのワークライフバランス
推進企業を評価する項目を設定することとしています。



評価項目を満たす項目数に応じて３段階あります。
各段階において、以下のいずれも満たすことが必要です。

認定の段階

●次ページに掲げる５つの基準のうち１つ又は２つの基準を満たし、その実
績を厚生労働省のウェブサイト（※１）に毎年公表していること。

●満たさない基準については、事業主行動計画策定指針に定められた当該
基準に関連する取組（※２）を実施し、その取組の実施状況について厚
生労働省のウェブサイトに公表するとともに、２年以上連続してその実
績が改善していること。

●下段の★印に掲げる基準を全て満たすこと。

●次ページに掲げる５つの基準のうち３つ又は４つの基準を満たし、その実
績を厚生労働省のウェブサイト（※１）に毎年公表していること。

●満たさない基準については、事業主行動計画策定指針に定められた当該
基準に関連する取組（※２）を実施し、その取組の実施状況について厚
生労働省のウェブサイトに公表するとともに、２年以上連続してその実
績が改善していること。

●下段の★印に掲げる基準を全て満たすこと。

●次ページに掲げる５つの基準の全てを満たし、その実績を厚生労働省の
ウェブサイト（※１）に毎年公表していること。

●下段の★印に掲げる基準を全て満たすこと。

●事業主行動計画策定指針に則して適切な一般事業主行動計画を定めたこと。
●策定した一般事業主行動計画について、適切に公表及び労働者への周知をしたこと。
●女性活躍推進法及び女性活躍推進法に基づく命令その他関係法令に違反する重大事実がないこと
※「その他関係法令」とは、男女雇用機会均等法、育児・介護休業法、パートタイム労働法、労働基準法など (｢注意事項｣を参照)

★

（法施行前からの実績を含めることが可能)

(※１)厚生労働省のウェブサイトとは厚生労働省の「女性の活躍推進企業データベース」(詳細はP.５参照)
(※２)必ずしも指針に盛り込まれた取組に限定されるものではなく、指針に盛り込まれた取組と同等以上に自社において効果的と考えられ

る取組であればよい。
次ページに掲げる基準以外のその他の基準は以下の３つです。

２段階目

３段階目

２

●以下に該当した場合は、女性活躍推進法第11条に基づき認定取消の対象となるのでご留意ください。
（詳細は厚生労働省「女性活躍推進法特集ページ」を参照）
①認定一般事業主が女性活躍推進法第９条に規定する基準に適合しなくなったと認めるとき
②女性活躍推進法又は女性活躍推進法に基づく命令に違反したとき
③不正の手段により認定を受けたとき
※女性活躍推進法第９条に規定する基準に適合しなくなったと認めるときとは、例えば、
・女性の職業生活における活躍の状況に関する実績に係る基準で評価した項目について、基準の９割未満の状態が２年間継続した 場合
・女性の職業生活における活躍の状況に関する実績に係る基準を満たす事項の公表について認定取得時以降の公表を２年間にわたり怠った 場合
・男女雇用機会均等法、育児・介護休業法、パートタイム労働法で勧告された場合
・労働基準法、労働安全衛生法等に違反して送検公表された場合
・労働保険料未納の場合
・長時間労働等に関する重大な労働関係法令に違反し、是正する意志がない場合
・労働基準関係法令の同一条項に複数回違反した場合
・違法な長時間労働を繰り返し行う企業の経営トップに対する都道府県労働局長による是正指導の実施に基づき企業名が公表された場合 など

１段階目

注意事項

●認定一般事業主が認定を取り消された場合、取消の日以後は認定マークを使用することはできません。



認定基準及び計算方法

以下の、１から５の評価項目を満たす項目数に応じて、取得できる認定段階が決まります。

【評価項目１：採用】（区）

男女別の採用における競争倍率（応募者数／採用者数）が同程度（※）であること
※『直近３事業年度の平均した「採用における女性の競争倍率」』×０.８が、『直近３事業年度の平均した「採用における
男性の競争倍率」』よりも雇用管理区分ごとにそれぞれ低いこと（期間の定めのない労働契約を締結することを目的とす
るものに限る）

・女性（男性）の競争倍率
「女性(男性)の応募者数(実質的な採用選考が始まった段階の人数)」÷「女性(男性)採用者数(内定者を含んでもよい)」

・中途採用を含む

・直近３事業年度の女性(男性)の競争倍率の平均値
{｢直近事業年度の女性(男性)の競争倍率｣＋｢(直近－１)事業年度の女性(男性)の競争倍率｣＋ ｢(直近－２)事業年度の
女性(男性)の競争倍率｣}÷３

【評価項目２：継続就業】（区）

①「女性労働者の平均継続勤務年数÷男性労働者の平均継続勤務年数」が雇用管理区分ごとにそれぞれ
0.７以上であること（期間の定めのない労働契約を締結している労働者に限る）

又は
②「10事業年度前及びその前後の事業年度に採用された女性労働者の継続雇用割合」÷「10事業年度
前及びその前後に採用された男性労働者の継続雇用割合」が雇用管理区分ごとにそれぞれ0.8以上
であること（期間の定めのない労働契約を締結している労働者かつ新規学卒採用者 に等 限る）

・女性(男性)の継続雇用割合
｢９～11事業年度前に採用した女性(男性)労働者であって現在雇用されている者の数｣÷｢９～11事業年度前に採用し
た女性(男性)労働者の数｣

・各雇用管理区分ごとに、①又は②のいずれかの項目を満たせば継続就業に関する認定基準を満たす

・平均継続勤務年数を算出するにあたり、有期雇用から無期雇用に転換した者については、有期雇用として勤務してい
た期間についても原則含む (それまでの継続勤務年数が明確でない場合は、改正労働契約法の施行日である平成25年
４月１日から状況把握日まで勤務継続していることとして差し支えない。また、転換者以外の無期雇用とは別の雇用
管理区分としても差し支えない。)

【評価項目３：労働時間等の働き方】（区）

雇用管理区分ごとの労働者の法定時間外労働及び法定休日労働時間の合計時間数の平均が、直近の事業
年度の各月ごとに全て４５時間未満であること
｢各月の対象労働者の(法定時間外労働＋法定休日労働)の総時間数の合計」÷ ｢対象労働者数｣＜ 45時間

これにより難い場合は、

[「各月の対象労働者の総労働時間数の合計」－「各月の法定労働時間の合計＝(40×各月の日数÷7)×対象労
働者数」] ÷「対象労働者数」＜ 45 時間

・対象者について、以下のA及びBを除く
A 事業場外みなし労働時間制の適用を受ける労働者(労働基準法第38条の２)、管理監督者等(労働基準法第41条)
B 専門業務型裁量労働制の適用を受ける労働者(労働基準法第38条の３)、企画業務型裁量労働制の適用を受ける
労働者（労働基準法第38条の４）

・｢各月の労働者数｣については、当該月の初日から末日まで従事した労働者をカウントし、各月の｢法定時間外労働｣、
｢法定休日労働｣、｢総労働時間｣については、当該月の初日から末日まで従事した労働者の｢法定時間外労働｣、｢法定
休日労働｣、｢総労働時間｣をカウントする

３



【評価項目４：管理職比率】

①管理職に占める女性労働者の割合が別に定める産業ごとの平均値以上であること
又は
②『直近３事業年度の平均した「課長級より１つ下位の職階にある女性労働者のうち課長級に昇進した
女性労働者の割合」』÷『直近３事業年度の平均した「課長級より１つ下位の職階にある男性労働者
のうち課長級に昇進した男性労働者の割合」』が0.８以上であること

・「管理職」とは、「課長級」と「課長級より上位の役職（役員を除く）」にある労働者の合計
「課長級」とは、以下のいずれかに該当する者
・事業所で通常「課長」と呼ばれている者であって、２係以上の組織からなり、若しくは、その構成員が10人以上 (課長含む )の長
・同一事業所において、課長の他に、呼称、構成員に関係なく、その職務の内容及び責任の程度が「課長級」に相当する者
（ただし、一番下の職階ではないこと）

・産業ごとの平均値
産業大分類を基本に、過去３年間の平均値を毎年改訂。厚生労働省ホームページ（女性活躍推進法特集ページ：P. 1
参照）に掲載。

・１つ下位の職階から課長級に昇進した女性(男性)労働者の割合（＊）
｢直近の事業年度に課長級に昇進した女性(男性)労働者の数｣÷｢直近の事業年度開始の日に課長級より１つ下の職階
の女性(男性)労働者の数｣

・直近３事業年度の平均値
{｢直近の事業年度の(＊)｣＋｢(直近－１)事業年度の(＊)｣＋｢(直近－2)事業年度の(＊)｣}÷３

・②について、昇進にあたって、一定の勤務年数や、１つ下位の職階に昇進してからの滞留年数を要件としている場合
は、分母（１つ下位の職階にある労働者総数）について、当該要件に該当する者に限定しても差し支えない。

【評価項目５：多様なキャリアコース】

直近の３事業年度のうち､以下について大企業は２項目以上（非正社員がいる場合は必ずAを含むこと）、
中小企業は１項目以上の実績を有すること

A 女性の非正社員から正社員への転換（派：雇入れ）
B 女性労働者のキャリアアップに資する雇用管理区分間の転換
C 過去に在籍した女性の正社員としての再雇用
D おおむね30歳以上の女性の正社員としての採用

・「非正社員」には、派遣労働者を含む。

・「短時間正社員」については、「正社員」に該当する。
「短時間正社員」とは、他の正規型のフルタイムの労働者と比較し、その所定労働時間（所定労働日数）が短い正規型の労働者
であって、以下の①、②のいずれにも該当する者
①期間の定めのない労働契約を締結している者
②時間当たりの基本給及び賞与・退職金等の算定方法等が同一事業所に雇用される同種のフルタイムの正規型の労働者と同等
である者

４

【留意点】
●(区)の表示のある項目については、雇用管理区分ごとに把握を行うことが必要。

※「雇用管理区分」・・・職種、資格、雇用形態、就業形態等の労働者の区分であって､当該区分に属している労働者について他
の区分に属している労働者と、従事する職務内容、人事異動(転勤、昇進・昇格を含む)の幅や頻度において異なる雇用管理を
行うことを予定して設定しているものをいう。
(例：総合職、一般職 ／ 事務職、技術職、専門職 ／ 正社員、契約社員、パートタイム労働者 など)

●属する労働者数が全労働者数のおおむね1割程度に満たない雇用管理区分がある場合は､ 職務内容等に照らし、類似の雇用管理区
分とまとめて算出して差し支えないこと（雇用形態が異なる場合を除く。）。
また、職務内容等に照らし、類似の雇用管理区分をまとめるにあたっては、賃金待遇やキャリアの見通し等に大きな違いがないも
のに限るよう留意すること。

●｢直近の事業年度｣とは、認定申請を行う事業年度の前の事業年度とする。例えば、事業年度が毎年４月１日から翌年の３月31日まで
である事業主が、平成29年４月１日に認定申請をしようとする場合など、申請時に前の事業年度の数字を把握することが困難な項
目については、前々事業年度までの数値等を用いることができる。なお、事業年度については、必ずしも「４月１日から翌年の３月
31日」となっていなくても、各社における事業年度として差し支えない。
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実績を明らかにする書類（認定申請関係書類）

10

認定申請書３の実績を明らかにする書類として、以下の「女性活躍推進法 認定申請関係書類」を提出して
ください。様式については、厚生労働省ホームページの女性活躍推進法特集ページ（詳細はP.１参照）から
ダウンロードできますので、ご利用ください。

様式４

３（１）採用に関する状況

①直近の3事業年度の男女別の採用における競争倍率

労働局チェ ック欄

雇用管理区分 事業年度 応募者数 採用者数 競争倍率
直近3事業年

度の平均競

争倍率（A）

(A)*0.8=(C) 応募者数 採用者数 競争倍率
直近3事業年

度の平均競

争倍率（B）
C＜B

X 4 2

X-1 4 2

X-2 4

50

50

50

２00

２00

２00 2

50

50

50

100

100

100

X

X-1

X-2

X

X-1

X-2

②CがB以上の事業主のみ記入

雇用管理区分 事業年度 応募者数 採用者数 競争倍率
直近3事業年

度の平均競

争倍率（A）
応募者数 採用者数 競争倍率

直近3事業年

度の平均競

争倍率（B）

X

X-1

X-2

X-1

X-2

X-3

X-2

X-3

X-4

総合職

総合職

女性活躍推進法　認定申請関係書類 一般事業主の氏名又は名称 株式会社ＫＩＮＴＯＵ

平成　 ×年　 ×月　 ×日認定申請年月日

総合職

男性

□

直近の事業年度＝X
例：平成29年度に認定申請を行う場合は、Xは28年度、X-1は27年度、X-2は26年度の状況を記載します。

※各単位省略
※雇用管理区分が多く、記入しきれない場合は、適宜行をコピーして増やして下さい。

4

4

2

総合職

0 0

女性

3.2

女性

□

0 □

労働局チェ ック欄

改善が見られ

るか
（B/A値がアップし

ているか）

□

男性

（B）/（Ａ）

認定申請書３（１）① (B)欄に転記

認定申請書３（１）① (A)欄に転記
全ての雇用管理区分がC＜Bの場合は

３（１）は記入終了

認定申請書３（１）①「(A)×0.8=(C)」欄
に転記

認定申請書３（１）②(A)欄にそ

れぞれ転記
認定申請書３（１）②(B)欄にそれぞ

れ転記

C≧Bの雇用管理区分があった場合には、認定申請書当該雇用

管理区分についてのみ３（１）②の欄と当欄を記入

→X-3、X-4年度の実績をそれぞれ記入

雇用管理区分が複数ある場合記入

足りない場合は適宜行をコピー

認定申請書３（１）②(B)/(A)欄にそれぞれ転記X-3,X-4の実績を記入
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4
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２00
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2.61111 0.79661



平成29年８月作成 パンフレット№５

一般事業主行動計画の策定・認定等に関するお問合せは、都道府県労働局雇用環境・均等部（室）へ
【受付時間 ８時30分～17時15分（土・日・祝日・年末年始を除く）】

03-3512-1611

018-862-6684

024-536-4609

026-227-0125

059-226-2318

0857-29-4142

088-885-6041

092-411-4894 092-411-4895

018-862-4300

024-536-4658



えるぼし(女性活躍)＆くるみん（子育て支援）セミナー
～男女ともに生き生きと働き続けられる職場をめざして～

日 時 平成３０年１月２２日（月）１４：００～１６：１０

場 所 石川県地場産業振興センター 本館３階 第５研修室

金沢市鞍月２－１ ☎ 076（268）2010

対 象 事業主、人事労務担当者、女性労働者、女性の育成を担う男性上司等

１５０名（参加費無料）

石川労働局雇用環境・均等室
担当：洌崎（すさき）、黒田、坂本

ＴＥＬ(076) 265-4429 ＦＡＸ（076) 221-3087

女性が能力を発揮しながら生き生きと働き続けられる職場や、男女ともに仕事と子育てを両立で

きる職場を作ることは、企業にとって優秀な人材の確保や定着、生産性の向上につながる第一歩と

なります。

石川労働局では、えるぼし認定企業やプラチナくるみん認定企業の取組を参考にして、具体的な

方策等について理解を深めていただきたく、セミナーを開催いたします。事業主の方はもちろん、

人事労務担当者、女性労働者、女性の育成を担う男性上司の方等、この機会に是非ご参加ください。

事例発表 「カギは経営層の意識と本気度」（仮題）
えるぼし認定企業・くるみん認定企業
ＰＦＵテクニカルコミュニケーションズ(株)
ドキュメント開発事業部担当部長 藤波美由紀 氏

事例発表 「男女ともに仕事と子育てを両立できる職場づくり」（仮題）
プラチナくるみん認定企業
(株)富士通北陸システムズ
人事教育部長 杉本仁史 氏

講 演 「経営戦略として取組むダイバーシティ＆インクルージョン」
えるぼし認定企業・くるみん認定企業
(株)ドコモＣＳ北陸 代表取締役社長 川﨑博子 氏

日 時

対 象

場 所

内 容

お問い合わせ

申込方法 裏面の申込書にご記入のうえ、FAXまたは郵便でお申込みください。
申込締切：１２月２５日（月）定員になり次第、締め切りとなります。

石川県初！！
えるぼし認定企業が２社誕生！！

講師プロフィール
昭和62年3月 大阪大学人間科学部卒業 同年4月 日本電信電話株式会社入社
平成13年3月 株式会社ＮＴＴドコモ 法人営業企画部 担当課長
平成20年6月 同 東海支社静岡支店長 平成22年6月 同 お客様サービス部 部長
平成24年6月 同 ＣＳＲ部 部長 平成29年6月 同 執行役員 北陸支社長
平成29年6月 (株)ドコモＣＳ北陸 代表取締役社長

平成19年4月～平成29年4月 厚生労働省 労働政策審議会 雇用均等分科会員
平成29年9月～ 厚生労働省 労働政策審議会 労働政策基本部会委員

別添３



ＦＡＸ送信 076（221）3087
１２月２５日〆切 石川労働局 雇用環境・均等室あて

事業場名

所在地

電話番号 FAX番号

参加者

（職名） （氏名）

（職名） （氏名）

えるぼし(女性活躍)＆くるみん（子育て支援）セミナー

参加申込書

＊『くるみんマーク』とは・・・

男女を問わず、育児休業の取得促進や時間外労働の削減等に目標を立てて取り
組み、その成果を上げた企業『子育てサポート企業』だけが使用できるマーク
のことです。
〈女性の活躍・両立支援総合サイト〉の“両立支援のひろば”には、このよう
な取組を行っている企業名と、その取組内容等が公表されています。

＊『えるぼしマーク』とは・・・
女性の採用・教育訓練・管理職への登用や、（女性に限らず）残業時間を減
らすなど、働き方そのものに目標を立てて取り組み、その実施状況が優良な
企業だけが使用できるマークのことです。
〈女性の活躍・両立支援総合サイト〉の“女性活躍推進企業データベース”
には、このような取組を行っている企業名と、その取組内容等が公表されて
います。

検索ワード 「女性活躍推進企業データベース」

検索ワード 「両立支援のひろば」

学生や求職者も認定企業に注目しています！！
「労働法制セミナー」において学生を対象に行ったアンケートによると、今後、企業に応募する際に、「えるぼ
し」や「くるみん」認定企業であることを「重視する」又は「やや重視する」と回答した者は９４％に上りました。



女性活躍推進法に基づく

「一般事業主行動計画策定届」届出状況 および 認定状況

石川労働局 雇用環境・均等室

１．一般事業主行動計画策定届提出状況 平成２９年９月末現在

届出企業合計 １６６社
うち常時雇用する労働者数 ３０１人以上企業

３００人以下企業
１４８社
１８社

常時雇用する労働者数 ３０１人以上企業の届出率 １００．０％ １４８社/１４８社

２．法第９条に基づく認定企業（えるぼし）平成２９年１１月末現在

認定企業数・・・・・２社

◆ 認定企業数

◆ 認定企業名

参考

平成２９年 認定企業名 段階 所在地（市町村）

ＰＦＵテクニカルコミュニケーションズ 株式会社 ★★★ かほく市

株式会社 ドコモＣＳ北陸 ★★★ 金沢市

参考 全国の一般事業主行動計画策定届の届出率（平均）及び認定の状況(平成２９年９月末現在）

労働者数 ３０１人以上企業 ３００人以下企業

行動計画策定届出率 ９９．６％ １５，９８０社 /  １６，０４９社 ３，４２５社

認定状況（認定段階３） ２３２社 ５２社

認定状況（認定段階２） １２２社 １２社

認定状況（認定段階１） ３社 ０社
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